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市
歴
史
博
物
館
で
は
、
宮
城
学

院
女
子
大
学
人
間
文
化
学
科
の
大

平
聡さ
と
し

教
授
（
歴
史
資
料
学
）
の
ゼ

ミ
と
共
同
で
、
今
年
の
６
月
か
ら

市
内
の
小
中
学
校
で
保
管
し
て
い

る
学
校
日
誌
や
学
籍
簿
、
公
文
書

な
ど
の
資
料
を
調
査
し
て
い
ま
す
。

　

戦
前
・
戦
中
の
小
学
校
は
地
域

と
の
つ
な
が
り
が
深
く
、
学
校
日

誌
に
は
そ
の
よ
う
な
日
々
の
地
域

の
様
子
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
戦
後
に
誕
生
し
た
新
制
中
学

校
に
は
戦
前
・
戦
中
の
青
年
学
校

の
学
校
資
料
が
引
き
継
が
れ
て
い

る
事
例
も
あ
り
ま
す
。
当
時
の
教

育
や
学
校
の
様
子
だ
け
で
な
く
、

地
域
の
歴
史
を
掘
り
起
こ
す
調
査

は
、
浅
水
小
学
校
（
中
田
町
）
か

ら
始
ま
り
、
市
内
各
小
・
中
学
校

で
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

太鼓祭・北日本大会で優勝

７人が登米市滞在で視察

宮城学院女子大と博物館

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
夏
休
み

に
お
け
る
児
童
・
生
徒
の
自
発
的

な
学
習
を
補
助
す
る
た
め
「
夏
休

み
学
習
教
室
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

実
施
し
た
の
は
、
７
月
29
日
か

ら
８
月
23
日
ま
で
で
15
日
間
。
迫

公
民
館
や
登
米
公
民
館
な
ど
市
内

13
カ
所
で
、
退
職
教
員
や
地
元
の

高
校
生
、
大
阪
教
育
大
や
宮
城
学

院
女
子
大
の
学
生
な
ど
が
指
導
に

当
た
り
ま
し
た
。

　
「
そ
れ
ぞ
れ
の
子
ど
も
の
ペ
ー

ス
に
合
わ
せ
て
声
掛
け
し
て
い
ま

す
」
と
話
す
の
は
、
迫
公
民
館
で

指
導
に
当
た
っ
た
岩
﨑
千ち

よ代
さ
ん

（
迫
町
光
ヶ
丘
西
）。
佐
沼
小
４
年

の
米ま

い

谷や

優ゆ
う

花か

さ
ん
は
「
国
語
と
算

数
を
優
し
く
教
え
て
も
ら
え
て
良

か
っ
た
で
す
」
と
笑
顔
で
話
し
て

い
ま
し
た
。

市
内
13
カ
所　

大
学
生
ら
指
導

　

建
物
火
災
を
早
期
に
発
見
し
、

通
報
、
初
期
消
火
活
動
で
被
害
を

最
小
限
に
食
い
止
め
た
と
し
て
、

東
和
町
米
川
の
首
藤
元も

と

夫お

さ
ん
と

及
川
睦む

つ

子こ

さ
ん
、
中
田
町
浅
水
の

渡
邊
政ま
さ
ひ
こ彦
さ
ん
に
対
し
、
菅
原
輝

雄
消
防
長
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈
し

ま
し
た
。

　

火
災
は
、
６
月
21
日
に
東
和
町

米
川
字
町
地
内
で
発
生
。
現
場
を

バ
イ
ク
で
通
り
か
か
っ
た
首
藤
さ

ん
が
住
宅
の
軒
下
か
ら
出
て
い
る

煙
を
発
見
、
近
く
の
「
㈱
志
た
か

ぢ
や
」
に
駆
け
込
み
１
１
９
番
通

報
を
依
頼
し
ま
し
た
。
同
社
の
及

川
さ
ん
は
１
１
９
番
通
報
し
、
渡

邊
さ
ん
は
社
用
車
で
現
場
に
向
か

い
、
消
火
器
を
火
元
に
噴
射
し
消

火
し
ま
し
た
。
こ
の
火
災
に
よ
る

け
が
人
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

東
和
の
首
藤
さ
ん
ら
３
人
に

１
２
５
人
が
訪
れ
、
全
国
各
地
で

交
流
、
県
内
で
の
受
け
入
れ
は
登

米
市
だ
け
で
す
。

　

登
米
市
を
訪
問
し
た
の
は
17
か

ら
22
歳
ま
で
の
学
生
と
団
長
の
７

人
。
一
行
は
７
月
30
日
か
ら
８
月
３

日
ま
で
市
内
に
滞
在
し
、
市
内
の

施
設
を
視
察
し
た
り
、
中
学
校
や

高
校
で
剣
道
や
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
な
ど

を
体
験
し
た
り
し
ま
し
た
。

　

国
際
経
験
豊
か
な
指
導
者
を
育

成
す
る
た
め
、
日
本
と
ド
イ
ツ
両

国
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
リ
ー
ダ
ー

が
互
い
に
相
手
国
を
訪
問
す
る「
日

独
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
同
時
交
流
」。

今
年
40
回
目
と
な
る
交
流
で
、
ド

イ
ツ
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員
が
登
米

市
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
、
市
民
と
の

交
流
や
視
察
で
日
本
文
化
に
親
し

み
ま
し
た
。
ド
イ
ツ
か
ら
は
今
年

　

７
月
20
日
に
名
取
市
で
開
か
れ

た
「
太
鼓
祭
in
な
と
り
・
第
１
回

北
日
本
大
会
（
日
本
太
鼓
協
会

主
催
）」
で
、
組
太
鼓
ジ
ュ
ニ
ア

の
部
に
出
場
し
た
登と

め米
春し

ゅ
ん

嵐ら
ん

太

鼓
（
片
岡
大
助
代
表
）
が
優
勝
し

ま
し
た
。
登
米
春
嵐
太
鼓
は
、
中

田
町
の
さ
く
ら
幼
稚
園
を
卒
園
し

た
小
学
生
に
よ
る
和
太
鼓
演
奏
グ

ル
ー
プ
で
す
。
大
会
で
は
観
客
・

審
査
員
の
投
票
の
結
果
、
栄
冠
を

勝
ち
取
り
ま
し
た
。

　

優
勝
し
た
登
米
春
嵐
太
鼓
は
、

10
月
27
日
に
さ
い
た
ま
市
大
宮
で

開
か
れ
る
全
国
大
会
に
出
場
し
ま

す
。
メ
ン
バ
ー
の
一
人
、
佐
沼
小

６
年
の
角か

く

田た

大た
い

樹き

君
は
「
こ
れ
か

ら
音
を
そ
ろ
え
る
練
習
を
し
て
、

全
国
優
勝
を
目
指
し
ま
す
」
と
力

強
く
話
し
て
い
ま
し
た
。


